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れた。 nifU および nifS発現産物はニトロゲナーゼの鉄ー硫黄クラスターの形成に関与していると考えられている。
最近、 nif遺伝子群に含まれる遺伝子と相同な遺伝子が、 isc (iron -sulfur cluster assembly) 遺伝子群と命名され
ている o Synechocystis sp.PCC6803には 3 つの nifS (=ぬcS) 、 1 つの nザU、および 2 つの iscA 相同遺伝子が存在し
ていた。そこでこれらの遺伝子産物を大腸菌内で大量発現させ精製した。これらの精製蛋白質を用いてトリチウムで




脱塩処理により調製したケミカルアマウントのアポ型 Fd と精製した NifU 蛋白質を混ぜ、 30 0C でインキュベートし
た。その結果、アポ型 Fd からホロ型 Fd への効率のよい変換が観察された。 NifU 蛋白質の鉄-硫黄クラスターが、
アポ型 Fd に直接転移することで、 Fd に鉄ー硫黄クラスターが形成されることを示している o このような鉄-硫黄ク






西尾和晃君は、フェレドキシン (Fd) の酸化還元中心の [2Fe-28J クラスターが Fd ポリペプチド鎖中に挿入
される過程について、植物葉緑体およびラン藻細胞を用いて生化学的研究を行ない、 1 )葉緑体ストロマ中に Fd の
クラスター形成に関わる蛋白質因子が存在すること、 2) Synechosyst is sp. PCC6803のゲノムの中の nザU遺伝子が
この過程に関与すること、及び 3) NifU 自身も鉄硫黄クラスターを有する蛋白質であり、この鉄硫黄クラスターが
Fd ポリペプチド鎖に転移し、 [2Fe-28J クラスターを備えたホロ型 Fd に変換させる活性があることを見い出し
た。これらの業績は、細胞内での鉄硫黄クラスターの形成機構に新知見を提出したものであり、博士(理学)の学位
論文として十分価値あるものと認める o
